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近年筑波大学プラズマ研究センターのタン

デムミラー装置GAMMA10/PDXでは、直線装置

の特性を生かして核融合炉の実現に向けた研

究を行っている。また、核融合炉のダイバータ

プラズマを模擬するために、セントラル部のプ

ラズマの高性能化が求められている。電子サイ

クロトロン共鳴加熱(ECH)はそのための有力な

手段である。GAMMA10/PDXのセントラル部プ

ラズマでは高温イオンから低温電子への熱輸

送(電子ドラッグ)の効果を低減させ、プラズマ

の温度上昇のために、28GHzの基本波による

ECHを行っている[1]。適切な放射電力分布で高

伝送効率の入射を行うことは、上記の目的を果

たすために極めて重要である。本研究では、

ECHによる効率的な加熱を目指し、ECHアンテ

ナ系の改良のために従来使用していた反射鏡

の電磁場解析コードの修正・改良を行った。 
2015年から2016年にかけて、局所加熱と広域

加熱の中間の放射分布と高伝送効率の両立を

目指して、新たに反射鏡を設計、製作し、低電

力試験を行った。図1に、その反射鏡の設置配位

を示す。その結果、低電力試験で得られた放射

電力分布と電磁場解析コードで得られた放射

電力分布の間に相違点が見られ、特に、計算で

は現れなかったサイドローブが低電力試験で

見られた。そこで、サイドローブを含む放射電

力分布の実験データを再現できるように、従来

の電磁場解析コードの修正、改良を行った。 
主な修正、改良点は二つある。まず反射鏡か

らの位置rにおける放射電磁場�� � ��の基本式

に(1),(2)を用いた[2]。次に放射電力分布の電磁

場を計算する際、導波管開口面からの放射も考

慮して、反射鏡からの放射との重ね合わせを行

った[3]。 

 発表では、具体的な計算法や最新の計算結果、

低電力試験との適合性、過去に作成した反射鏡

での適用例などについて報告する。 
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  (2) 

 :グリーン関数 
 :電流波源位置   :誘起電流 
 :反射鏡曲面   :波数 

 

 
図1:反射鏡設置配位 
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